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視点取得研究の動向と学校心理学への寄与

滋賀大学　渡 部　雅 之

他者理解の基盤となる視点取得能力について，学校心理士は基本的な知識を有していること
が望まれる。本稿は，社会的視点取得と空間的視点取得における研究動向を，生涯発達の観点
から概説した。前者においては，役割取得研究から心の理論の隆盛につながり，実行機能との
深い繋がりや脳内の関与領域が明らかにされてきた。同様に後者においても，「３つの山問題」
に端を発した研究が進展し，実行機能の関与と脳内の関与領域が解明されてきた。加えて，側
頭頭頂接合部が視点取得に共通する中心的な働きを担うことや，視点取得能力は必ずしも加齢
によって減退しないとの重要な発見もなされた。近年は，視点取得を可能にする２種類のシス
テム，すなわち高速に稼働するが柔軟性のない自動化されたシステムと低速だが柔軟性を持つ
制御されたシステムが仮定され，その存在の証明や発達モデルとしての有効性の検討が進めら
れている。最後に，学校心理士が行う支援活動に関連して，学術研究の知見を踏まえたいくつ
かの提言を行った。
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Ⅰ．はじめに

自分自身の現在の視点を異なる立場や位置に移動さ
せ，その視点にある者が持つ信念や感情，あるいは見
えるはずの風景を推測する心の働きを，視点取得
（perspective taking）と呼ぶ。視点取得は他者理解の基
盤となることから，子ども達の成長・発達の支援を任
務とする学校心理士にとって，その発達過程やメカニ
ズムに関する基本的な知識を持っておくことが望まし
い。本稿は，視点取得能力の発達研究におけるここ半
世紀ほどの流れを概説し，さらに現在どのようなこと
が論点とされているのかを紹介する。その上で，こう
した学術的知見を学校心理士の活動にどう活かすこと
ができるかについて，いくつかの提言を行う。

１．２つの視点取得
取得すべき視点が，社会的な役割や状況を意味する
のか，それとも空間内での物理的な位置を意味するの
かにより，社会的視点取得と空間的視点取得に大別さ
れる。社会的視点取得が，「相手の身になって考える」
などのように，立場の違いで異なった判断が生まれる

ことを意味するのに対し，空間的視点取得は，視覚的
に見る行為を前提として，立ち位置が変化することで
目に映る風景も変化するという現実を模倣している。
しかし，これら２つの視点取得は全くの別物ではな
い。他視点を取得する際の前提として，まずは自身の
意識ないしは身体の束縛から逃れる必要があるから
だ。社会的視点取得の場合は，自分の考えをひとまず
棚上げにして他者の考えを推測することであり，空間
的視点取得の場合には，あたかも「もう一人の自分」
が現実の身体から抜け出して，空間内を自在に動き回
るかのように想像することである。その意味におい
て，社会的視点取得と空間的視点取得には，共通する
心的過程が存在すると予想される。
しかしながら，社会的視点取得と空間的視点取得
は，Piagetのようなグランドセオリによる説明を除い
て，これまでは異なるテーマとして扱われることが多
く，それぞれが比較的独自に発展を遂げてきた。
Piaget （1946）が「主体と外界との未分化によって特
徴づけられる効果のこと」（p. 206）と定義した「自己
中心性」は，社会的視点取得と空間的視点取得をつな
ぐ可能性を秘めた概念であったにもかかわらず，これ
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を中心に据えて視点取得の本質を捉えようとした研究
は極めて少ない。そのため，本稿でもそれぞれの研究
動向を個別に紹介するが，要所においては両者の共通
性に言及することで，視点取得の包括的な理解を可能
にしたい。

２．生涯発達研究の意義
本稿のもう１つの特徴は，生涯発達の観点から視点
取得能力を捉えようとする点にある。例えば Looft & 

Charles（1971）は，空間的視点取得課題で自己中心性
の程度を測定し，２つの群（自己中心性高群と自己中
心性低群）を設定した。この自己中心性の高低と年齢
の高低とを組み合わせた４つの群に対し，言語的な視
点取得課題を実施して正答率と反応時間を測定したと
ころ，子どもでは自己中心性が低い群は言語的な視点
取得課題でも優れるが，高齢者においては明確な対応
が示されなかった。この結果は，加齢によって必ずし
も視点取得能力全般が低下するわけではないことを示
している。子どもを対象とする研究において，年長児
ほど良い成績を示すはずだと考える成長・発達観が，
時として発達の真実を見誤らせるのと同じく，高齢期
には他の能力同様に視点取得能力も低下するはずだと
いう思い込みもまた危険である。本稿では，社会的視
点取得と空間的視点取得の研究動向を，成人期や高齢
期を扱った諸研究を積極的に紹介しながら整理し，生
涯発達を見通すことで得られる知見から，どのような
示唆を導くことができるのかを考察する。

Ⅱ．社会的視点取得研究の動向

１．役割取得から心の理論へ
社会的視点取得研究は，役割取得（role taking）研
究に端を発している。役割取得には，他者の情動や感
情を推察する感情的側面と，他者が行う判断や方略を
類推する認知的側面があり，それぞれ感情的役割取
得，認知的役割取得と呼ばれる。これらの役割取得能
力の有無は，他者の感情や認知を，その立場に即して
適切に推論できるか否かで判断される。例えば，一連
の漫画で主人公がある感情を持つに至った経緯が示さ
れ，次いでその感情を喚起した理由を知らないもう一
人の人物（第三者）が登場する。そして子どもは，第
三者の視点から物語を解釈し直すように求められるの
である。この時，第三者が知るはずのない情報を含め

て答えてしまうと不正解とみなされる（Chandler & 

Greenspan, 1972）。
この種の課題を用いた役割取得研究が，1960～1970

年代に盛んに進められた結果，おおむね年少児は他者
の立場に立った回答が難しく，年長になって適切な理
由を含む回答が生まれることが示された（Selman, 

1980）。だが，他者の欲求や信念がどの程度正確に理解
されているのか，またそうした理解があっても完全な
行動予測に至らないケースもあるのではないかという
疑問に対し，十分な解答を示すには至らなかった。役
割取得課題に適切に反応するには，他者にどのような
欲求があるのか，いかなる信念を持っているのか等を
正確に認識するだけではなく，欲求や信念に基づいて
人はどのように行動するのかを予測できなければなら
ない。さらに，欲求や信念に基づいて意志決定や行動
を生み出している「心の仕組み」が存在することを理
解できることが大切である。そうした心の基本的な働
きは自他に共通しているので，相手が何を見聞きし，
どのような欲求や信念を持つのかがわかれば，次にど
のような行動をとるのかを予測することができる。こ
の心の働きを，Premack & Woodru�（1978）は「心の理
論」と呼び，今日まで続く研究の端緒を開いた。
心の理論の概念を発達研究に導入したWimmer & 

Perner（1983）は，誤信念課題と呼ばれるようになっ
た独自の問題を用いて，心の理論の理解がいつ頃獲得
されるのかを調べた。誤信念課題とは，一般的に次の
ようなものである。まず，人物 Aが場所 Xに自分の
所有物を隠すが，人物 Bが Aの留守中にそれを別の
場所 Yに移してその場を立ち去る。そして，戻って
きた Aがどこを探すのかが問われる。それに対し X

と答えれば正解であり，Yと答えれば心の理論の理解
が不十分だと見なされる。Wimmer & Perner（1983）
の報告によると，４歳以降の年長の子ども達は正答し
たが，より幼い子ども達は誤った。彼らはこの結果
を，「Xにあった」という Aの信念と，「今は Yにあ
る」という子ども自身の信念とを混同してしまうせい
だと考えた。一人ひとりの持つ信念の内容が異なり，
そのために行動も違ってくることに気づくようになる
のは，幼児期後半になってからであると主張したので
ある。
その後，研究の進展により，必ずしも４歳が心の理
論の始まりではないことがわかってきた（Leslie, 
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1987）。例えば，２歳を過ぎる頃から日常生活の中で
単純なだまし行為が観察されるようになる（Reddy, 

1991）。これは，行為の原因が心の働きにあり，相手
の心の内容を意図的に操作することで行動を変えるこ
とができると理解していることを意味する。こうした
日常の観察例や，工夫された実験の結果（Southgate, 

Senju, & Csibra, 2007）を根拠に，幼い子ども達にも心
の理論の芽生えを認めるべきだとする主張がなされた
（Onishi & Baillargeon, 2005）。
一方で，幼児期初期の心の理解を，４歳以降に獲得
される表象化された心の理論と同等に考えることに無
理があるとの考えから，心の理解の発生に関して幼い
頃から見られる諸現象を統一的に説明するための，新
たな研究パラダイムが不可欠であるとの指摘がなされ
ている（子安・木下，1997）。また，心の理論の発達
に必要なのは，心的状態に関する概念的な知識のみで
はないとの指摘（Perner & Lang, 1999）も重要である。
誤信念課題に正答するには，ある課題状況に付随する
自己と他者，現在と過去といった２つの相反する表象
を切り離したり，逆に関連づけたりする表象操作の能
力が必要であるからだ（Wellman, Cross, & Watson, 

2001）。こうして，人の認知機能を広く支えている実
行機能（executive function）と心の理論との関連が注
目されるようになった。

２．実行機能・脳科学・生涯発達
実行機能とは，行為や思考のモニタリングやコント
ロールの役割を果たす，高次の自己制御機能の総称で
ある（Carlson, 2005）。実行機能と心の理論が幼児期に
時を同じくして発達することや，誤信念課題に困難を
示す自閉症者がウィスコンシン・カード分類課題や
「ハノイの塔」のような実行機能課題でも困難を示す
ことから（Carlson & Moses, 2001），両者の関連が推測
された。そして，行為や思考過程に不適切な情報が侵
入しないようにするための抑制機能（Bailey & Henry, 

2008）や，全体のコントロールに不可欠な作動記憶
（Davis & Pratt, 1995）が，心の理論の使用に特に深く
関与することがわかった（小川・子安，2008；前原，
2015）。だが，心の理論は，関連の示された汎用的な
実行機能が生み出す高次認知の１つに過ぎないのか，
それとも他の認知機能から比較的独立した特別な能力
なのかについては，まだ十分なコンセンサスに至って

いない。
一方，心の理論の脳内メカニズムを探る研究におい
ても，いくつかの有意義な発見がなされてきた。Liu, 

Sabbagh, Gehring, & Wellman （2009）は，４～６歳児が
誤信念課題を考えている時の事象関連電位を測定し
た。誤信念課題で「（対象は）本当はどこにあるか」
（現実質問）と「主人公は（対象が）どこにあると
思っているのか」（信念質問）を尋ね，信念質問後の
脳波を現実質問後の脳波と比較したところ，誤信念課
題の正答率が高い群でのみ，前頭葉に特徴的な成分が
検出された。また，Kobayashi, Glover, & Temple （2007）
は，８～12歳の子どもと 18～40歳の成人に誤信念課
題を実施し，その時の脳活動を fMRIで計測した。す
ると，両群とも両側の側頭頭頂接合部と右の下頭頂小
葉に有意な活動が見られた。Dosch, Loenneker, Bucher, 

Martin, & Klaver （2010）も子どもと成人を対象に，社
会的視点取得課題を思考中の脳活動を fMRIで測定し
た。その結果，大人では左の頭頂葉と楔前部が，子ど
もではこれらに加えて，実行機能との深い関連が指摘
される背外側前頭前野と Kobayashi et al.（2007）も指
摘した右の下頭頂小葉に活性化が認められた。
さらに，成人（Apperly, 2010； Birch & Bloom, 2004）

や高齢者（Henry, Phillips, Ru�man, & Bailey, 2013）にま
で対象を広げた発達研究からは，心の理論に関連する
実行機能が十代後半まで伸長（Zelazo & Carlson, 2012）
した後，成人期以降には徐々に低下する（Park &  

Reuter-Lorenz, 2009）ことが示されている。加えて，成
人期後期に焦点を絞った研究（Burnside, Ruel, Azar, & 

Poulin-Dubois, 2018）や，幼児期以降の変化を追跡し
た縦断研究（Peterson & Wellman, 2018）も行われた。
その結果，加齢に伴う心の理論の機能低下を，実行機
能の低下によって一定程度説明できることが示唆され
ている。

３．近年の動向
近年，心の理論をめぐり，大きく２つの立場からの
問題提起が行われている。
１つは，心の理論を獲得すれば，他者の信念や感
情，行動の全てを理解できるのかという疑問である。
他者の思いを了解できると言っても，それは想像可能
な範囲内でしかなく，状況や会話の適切性から，ほぼ
間違っていないことがわかるだけなのかもしれない。
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これは，社会的視点取得能力の発達を程度の問題とみ
なすことを意味する。そのためこの立場の研究者は，
心の理論の発達を，４歳以前にも見られる他者との共
鳴経験（De Jaegher, Di Paolo, & Gallagher, 2010）から，
二次的誤信念課題で問われるような児童期以降の記号
操作能力へと，連続的に変化する過程だと考える。そ
して，そうした変化は，他者を含む環境と自己との相
互主体的な関係性を通じた，他者視点のあり方の学習
によってもたらされると主張するのである（De Jaegh-

er, 2009）。さらには，こうした対人関係性の背景に存
在する共通項として，文化の存在にもっと目を向ける
べきであるとの指摘もなされている（内藤，2016）。
対して，乳児期から見られる自他の間主観的な共鳴
関係と，自他を等しく対象化する後年のメタ認知的表
象操作能力とを，発達の連続線上に位置づけることに
は無理がある（加藤，2011）と考える者も多い。その
立場からは，これら２つの他者理解が異なるシステム
に由来するとの仮説が提案されている。それは，高速
に稼働するが柔軟性のない自動化されたシステムと，
低速だが柔軟性を持つ制御されたシステムである
（Carruthers, 2017）。前者が自律的，自動的で，文脈依
存的であるのに対し，後者は制御的，意識的で，普遍
的である。そして，両者は相互補完的に働くことで，
異なる種類の対人理解を可能にしていると主張する
（Wiltshire, Lobato, McConnell, & Fiore, 2015）。さらに
は，高速のシステムに関与する抑制機能が，もう一方
の低速のシステムに関与する抑制機能と異なるとの指
摘もなされている（Qureshi, Monk, Samson, & Apperly, 

2020）。これが正しければ，それぞれのシステムを支
える実行機能も異なる可能性が生じるため，心の理論
と実行機能との関連におけるこれまでの知見の再考が
必要になるだろう。
こうしたいくつかの観点から，現在も心の理論の発
達をめぐる検討が精力的に続けられている。

Ⅲ．空間的視点取得研究の動向

１．３つの山問題への批判
空間的視点取得は，Piaget & Inhelder（1948）が「３
つの山を用いて浮かび上がった問題｣（p. 288）として
論じた研究に端を発している。この能力を測定するた
めに使用された課題が，その後「３つの山問題」（こ
の名称は我が国で最初に追試研究を行った田中

（1968）に由来する）と呼ばれ，多数の心理学教科書
で紹介されてきた。しかし，３つの山問題には検査課
題として多くの難点があったことは，意外に知られて
いない。
例えば，山の模型に代えてなじみのある左右対称の
静物を刺激に用いるだけで成績が向上する（Borke, 

1975）ことや，３つの山問題をほとんど解答できない
12～37カ月児でも，自他の視線の違いを考慮しつつ
他者に物を見せることができる（Lempers, Flavell, & 

Flavell, 1977）等の指摘が相次いだ。一方で，居住す
る街の大規模な模型を用いて空間的視点取得を行わせ
ると，成人でも現在の位置からの見えを選ぶ自己中心
的反応が生じることも報告されている（Walsh, Krauss, 

& Regnier, 1981）。このように，３つの山問題は課題状
況への依存度が高く，検査課題としての信頼性に欠け
るものであった（Newcombe, 1989；子安，1990, 1991）。
そのため，３つの山問題はもはや空間的視点取得の標
準課題とは見なされていない。

２．実行機能・脳科学・生涯発達
代わって 1980年代には，情報処理論の観点から課

題分析的な研究が指向され，役割の異なるいくつかの
下位能力の組み合わせから，空間的視点取得課題の成
績を記述する試みが行われた（Rosser, Ensing, Mazzeo, 

& Horan, 1985）。例えば渡部（1987）は，空間的視点
取得に３種類の下位能力が深く関連することを実証し
た。さらに渡部（2000）は，認知的負荷を極めて小さ
くして付加的に必要となる能力を減らせば，３歳半児
でも空間的視点取得が可能であることを見出してい
る。近年では，抑制機能の関与や（Möhring, New-

combe, & Frick, 2015；Demaree, Robinson, Everhart, 

Youngstrom, 2005），抑制機能と作動記憶の関与の仕組
み（渡部，2019）が報告されている。こうして，空間
的視点取得能力の発達にも実行機能が深く関わってい
ることが，さまざまな観点から示されてきた（渡部・
高松，2014）。
そうした知見は脳科学の領域でも確かめられてい
る。例えば Qureshi, Apperly, & Samson（2010）や Reed 

（2002）は，空間的視点取得課題の遂行時に実行機能
の関連領域が活性化することを報告している。また，
自己が仮想的に移動することに伴って逐次変更される
対象との位置関係を把握することには，側頭頭頂後頭
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接合部や下頭頂小葉が中心的に関与しているとの報告
がある（Zacks, Vettel, & Michelon, 2003）。さらに，空
間的視点取得時には実際の身体移動が行われないにも
関わらず，脳内の運動関連領域が活性化することもわ
かっている（Ruby & Decety, 2001；Wraga, Shephard, 

Churcha, Inatic, & Kosslyn, 2005）。
一方，生涯発達研究からは，時に成人にも自己中心
的反応が生じることや（Mcdonald & Stuart-Hamilton, 

2002），自他の視点からの見えが異なると大学生でも
両視点間の柔軟な切り替えが困難になること（Surtees 

& Apperly, 2012）が見出される一方で，高齢者が若者
に劣らない空間的視点取得能力を維持しているとの報
告がある。De Beni, Pazzaglia, & Gardini（2006）は，高齢
者が大学生に比べて，心的回転課題では劣るが，空間
的視点取得課題ではむしろ優れていることを指摘した。
また，Martin, Perceval, Davies, Su, Huang, & Meinzer

（2019）やWatanabe（2011）は，若年成人と高齢者の
自発的な空間的視点取得能力に大差がないことを報告
している。このように加齢による能力低下が小さいの
は，空間的視点取得において重要な働きを担う，複数
の参照系から適切なものを選択する前頭前野の制御機
能（Lourenco & Huttenlocher, 2006）が，高齢期にも比
較的良好に維持されているからであろう。
さらには，体性感覚を有する生身の身体から，仮想
的な身体表象を分離する時に必要となる働きを，渡部
（2013）は「引き剝がし」と名付け，脳科学と生涯発
達研究の知見から，頭頂側頭接合部がその中核である
可能性が高いことを指摘している。この領域について
は，誤信念課題の実行時にもしばしば活性化が報告さ
れてきた（Kobayashi et al., 2007）。そのため，社会的
視点取得と空間的視点取得に共通し，視点取得能力の
要となる，視点の切り替え機能を司っているのではな
いかと考えられている。

３．近年の動向
空間的視点取得においても，社会的視点取得に類似
した２つの大きな研究の潮流がみられる。
１つには，認知空間における表象化された視点の形
成を重視してきた従来の認知心理学に対し，実空間に
おける自己視点と他者視点の柔軟な切り替えの学習過
程にこそ，もっと目を向けるべきだとする主張がある
（Samson, Apperly, Andrews, Braithwaite, & Bodley Scott, 

2010）。この立場では，身体性（Kessler & Thomson, 

2010）を伴った自己中心的な視点を，発達の中で克服
されるべきものとはみなさない。そうした自己視点
は，生涯にわたって他者視点と共存しているのであ
り，抑制機能を始めとする実行機能の向上によって自
己視点が適切に制御されることにより，他者視点から
のみえを正しく推測できるのだと説明する（Aïte, Ber-

thoz, Vidal, Roëll, Zaoui, Houdé, & Borst, 2016）。この仮
説は，生涯発達の中で状況に依存して変化する空間的
視点取得能力の現れを，これまで以上に柔軟に説明で
きるものとして注目に値する。
同時に，空間的視点取得にも，社会的視点取得同様
の２つのシステム（自動化されたシステムと制御され
たシステム）の存在が指摘されている。それは，よく
知られた Flavell（1974）の発達区分――３～４歳頃に
獲得されるレベル１（何が見えるのか）と，児童期頃
に可能になるレベル２（どのように見えるのか）――
とは異なるものである。Flavellは，レベル１を自動化
された過程，レベル２をより意識的な過程であると
し，レベル１からレベル２へと発達的に移行すると考
えた。一方，自動化されたシステムと制御されたシス
テムは，発達の中で併存している。事実，Surtees, Ap-

perly, & Samson（2016）は成人を対象として，Elekes, 

Varga, & Király（2017）は８–９歳児を対象として，自
動化されたシステムでもレベル２の処理が可能である
ことを報告している。
現在，この２つのシステムがそれぞれどのような条
件下で起動するのかや（Cole, Atkinson, Le, & Smith, 

2016），両システムの切り替えに関与している要因の
解明（Ferguson, Apperly, & Cane, 2017），自動化された
システムに現れる身体性が加齢に伴ってどのように変
化するのか（Watanabe, 2016）等について，実証的な
検討が進められている。

Ⅳ．学校心理学への示唆

本稿で取り上げた他者理解の能力は，多くの学校現
場で教育目標に掲げられているほか，教科道徳におい
ても物事を多面的・多角的に考える力と関連させて獲
得が求められている。これに関して Kohlberg（1969）
は，その道徳性発達理論の中で，日常的な役割取得の
機会を道徳性の発達を促す中核的な環境要因の１つに
挙げた。また Selman（1980）は，役割取得の発達に
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は複数の質的に異なる段階が存在することを明らかに
している。こうした知見からは，多様な社会的経験を
積み，それを多面的に捉え直すことの重要性が指摘さ
れ，実践的な道徳教育や役割取得能力の測定にも活か
されている（荒木，1993など）。
また，近年重視される「個に応じた指導」の観点に
おいては，視点取得傾向の個人差への配慮も忘れては
ならない。実際，自己視点を取りがちな者と他者視点
を取得しやすい者という違いが存在することが実験的
にわかっている（Arnold, Spence, & Auvray, 2016）。加
えて，不安は，視点取得の２つのシステムのうち，高
速に稼働する柔軟性のない自動化システムの働きを低
下させ，同時に自己視点の抑制を妨げることで，視点
取得を困難にすることも報告されている（Todd & 

Simpson, 2016）。こうした個人差要因ならびに環境要
因に配慮した細やかな指導が求められる。
特に，自閉症スペクトラム（ASD）児においては，
社会的視点取得（Baron-Cohen, Leslie, & Frith, 1985）と
空間的視点取得（Conson, Mazzarella, Esposito, Grossi, 

Marino, Massagli, & Frolli, 2015）のいずれも苦手である
ことが知られている。この ASD児に見られる視点取
得の困難さについては，他者の視点を理解する能力が
欠けているからではなく，自他の視点を認知的に統制
することができないためだとの指摘がある（Pearson, 

Marsh, Ropar, & Hamilton, 2016）。こうした研究では，
ASD児は身体化された自己表象を操作することに問
題があり，その代替方略として自己表象を対象表象の
ように扱うため，適切な自己視点の抑制ができないの
ではないかと推測されている。それ故，ASDを対人
コミュニケーションの障害として捉えるだけではな
く，自己の身体感覚に対する障害という側面にも，
もっと注意を向ける必要がある。さらに，ASD児へ
の支援においては，これまで対人行動の変容が重視さ
れがちであったが，DSM-5における ASDの診断基準
である２つの特徴の１つに，限定された反復的な行
動・興味・活動の様式が挙げられていることも勘案す
ると，彼らの独特な感覚特性に対して，個別性に配慮
した支援方法のさらなる工夫が求められるだろう。
視点取得研究の成果は，こうした直接的な貢献だけ
に留まるものではない。教科指導の改善にも有用な示
唆を与えてくれる。例えば福田（1996）は，小学校３
年生が，物語の挿絵によって導かれる空間的な視点の

影響を強く受け，それが登場人物の気持ちの理解（社
会的視点取得）にまで影響することを示している。ま
た，理科における地球・月・太陽の位置関係の理解に
も，視点取得能力は欠かせない（荒井，2000）。その
ため，空間的視点取得の苦手な教師の存在が，子ども
達の天文現象の学習を妨げることも危惧される（村
田，2019）。さらに，高齢者においては転倒の主要因
となり，認知水準の指標ともなる平衡性機能が，空間
的視点取得と関連するとの報告もある（Watanabe, 

2018； 渡部，2018）。このように，視点取得能力は，
人の生涯に渡る学習・発達のさまざまな領域に深く関
与している。
最後に，教員やカウンセラーとしての職能成長につ
いて触れておく。2016年の教育公務員特例法改正に
より，国が示した「公立の小学校等の校長及び教員と
しての資質の向上に関する指標の策定に関する指針」
を参酌しつつ，各都道府県教育委員会には地域の実情
に応じた教員育成指標の策定が課せられた。同指針で
は，「教職を担うに当たり必要となる素養に関する事
項」として，総合的な人間性やコミュニケーション
力，想像力等の向上が求められている。また，公認心
理師法第 43条には，「公認心理師は，国民の心の健康
を取り巻く環境の変化による業務の内容の変化に適応
するため，（中略）知識及び技能の向上に努めなけれ
ばならない」として，資質向上の責務が規定されてい
る。しかし，全ての教員やカウンセラーが，それぞれ
に望まれる高い水準にまで容易に到達できるとは限ら
ない（渡部，1989）。こうした対人専門職に求められ
ているのは，自動化された視点取得システムによる日
常的な他者理解ではなく，もう一方のより意識的なシ
ステムを鍛え上げることによってのみ達成される，高
次の他者理解であると考えられるからだ。それ故，児
童・生徒やクライエント，同僚やスーパーバイザーを
含む多様な関係者との日々の真摯な交流を通じ，深く
多面的な視点を持つ経験を積み重ねることによって，
職能成長において期待される資質・能力を獲得してい
かねばならない。
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Review of the Studies on Perspective Taking and their Contribution to School Psychology

Masayuki WATANABE（Shiga University）

School psychologists are expected to possess basic knowledge about perspective taking abilities, which are the foundation 

for understanding others. This paper outlines research trends in social perspective taking and spatial perspective taking 

from a developmental point of  view. For social perspective taking, studies on role-taking led to the expansion of  the theory 

of  mind. It has been found that the theory of  mind relates closely to executive functions, and the brain areas where its func-

tion is processed have also been identi�ed. For spatial perspective taking, research using the three mountains problem fur-

ther evolved into studies on related executive functions and brain areas. In addition, the temporo-parietal junction playing a 

central role in perspective taking and perspective taking not always decline with age were also found. In recent years, the 

hypothesis that perspective taking consists of  two kinds of  system was proposed: one is fast, automatic, and in�exible, and 

the other is slow, controlled, and �exible. The validity and e�ectiveness of  the two-system developmental model is been ex-

amined. Finally, application of  this knowledge to support activities of  school psychologists was proposed.

Key words: perspective taking, theory of  mind, executive function, brain science, lifespan development


